
足付きのミニチュア土器 ( 平成 12 年度調査 )

　日常の生活で用いられる土器の大きさと比べて極端

に小さな土器は「ミニチュア土器」と呼ばれ、口径が

約 10cm以下のものです。

　安俵 6区遺跡では、95年度の 1次調査では 96点、

98 年度の 3次・4次調査では 57点、99 年度の 5次

調査では 94点の合計 247 点ものミニチュア土器が出

土しています。

　この小さな土器の形は深鉢・浅鉢・注口土器や台付

鉢、壺などに似せて作られているものなどがあり、特

に底に足が 4つついていたであろう特殊なものも出土

しました。これらは、日常で使われていた土器とする

には小さすぎることから、お祭りやお祈りのときに使

われたもの、または子供のオモチャなどさまざまな使

われ方が推測されています。
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